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R3.7.17 R3.7.18

毎秒約217m3

毎秒約45m3

ダムに貯めた水量
約351万m3

洪水貯留準備水位（72.1m）

洪水流量（50m3/s）

氾濫危険水位 H=8.11m

実績水位 H=7.9m

中筋川ダム・横瀬川ダム２ダムにより
計画高水位水位及び氾濫危険水位超過を回避

※上記（H：量水標）の値に0.577mを加えた値が標高（ｍ)となります。

○令和３年７⽉１６⽇の⼣⽅からの降⾬は、中筋川ダム上流域では累計372mm※１、横瀬川ダム上流域では累計397mm※２の降⾬
を観測。

○中筋川ダムでは最⼤流⼊量の約79％をダムで貯留し、横瀬川ダムでは最⼤流⼊量の約80％をダムで貯留。
○ダムがない場合は、磯ノ川地点で約1.4mの⽔位が上昇していたものと推定される。中筋川ダム・横瀬川ダムの２ダムの洪⽔調節
によって、氾濫危険⽔位超過を回避した。 ※1:7⽉16⽇16時〜18⽇14時（時間最⼤68mm・18⽇9時）、※2:7⽉16⽇17時〜18⽇16時（時間最⼤69mm・18⽇11時）

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

最大流入量
毎秒約217m3

ダム流下量
毎秒約45m3

ダムに流れ込んだ水の量の

約79%を貯留

中筋川ダムと横瀬川ダムの効果（高知県・渡川水系中筋川）
なかすじがわ よこぜがわ

中筋川ダムの洪⽔貯留状況

高知県

最大流入量
毎秒約146m3

ダム流下量
毎秒約29m3

ダムに流れ込んだ水の量の

約80%を貯留

横瀬川ダムの洪⽔貯留状況

平常時最高貯水位（131.9m）

毎秒約146m3

毎秒約29m3

ダムに貯めた水量
約131万m3

中筋川ダム

宿⽑市

四万⼗川

中筋川
三原村

四万⼗市

横瀬川ダム

ダムがない場合の水位 H=9.3m

渡川⽔系中筋川流域図 最⼤流⼊時の中筋川ダム

最⼤流⼊時の横瀬川ダム

※氾濫危険水位とは、川からいつ水があふれ出してもおかしくない危険な状況を示す水位です。

※計画高水位とは堤防などの設計の基本となる水位です。この水位を上回ると堤防がいつ決壊してもおかしくない

危険な状態であることを意味します。

※磯ノ川地点の水位と流量の関係と、各ダムの洪水調節量などから推定しています。

す く も し

みはらむら

し ま ん と し

し ま ん と が わ

中筋川ダムのみの場合の水位 H=8.6m

（中筋川ダム・横瀬川ダム有り）

計画高水位 H=8.37m

２ダムで
約1.4m低下

洪水流量（35m3/s）

基準地点磯ノ川
いそのかわ



貯留前 EL=70.55m （16日15時00分） 貯留後 最高貯水位EL=82.18m （18日15時00分）

ダムの貯留状況

貯留前 EL=131.82m （16日9時50分） 貯留後 最高貯水位EL=136.75m （18日14時00分）

中筋川ダム

横瀬川ダム

今回洪⽔による貯留量
約351万m3

今回洪⽔による貯留量
約131万m3




